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西
覚
寺
だ
よ
り

第
２
９
号

〇
除
夜
の
鐘
・
元
旦
会

２
０
２
4
年
１
２
月
３
１
日
（
火
）

午
後
１
１
時
頃

～

小
ぶ
り
の
鐘
を
叩
き
ま
す
。
午
前
０
時
を
過
ぎ
た
ら
、
正
信
偈
の
お
勤
め

〇
西
覚
寺
初
詣
（
新
春
法
話
会
）

2
0
2
5
年
1
月
２
日
（
木
）

午
前
十
一
時
～

初
詣
は
西
覚
寺
に
も
。
新
年
を
迎
え
て
初
め
て
の
正
信
偈
を
ご
一
緒
に

〇
春
季
彼
岸
会

３
月
2
0
日
（
木
・
祝
）

午
後
１
時
半
～

法
話

橋
本
一
風

師

（
三
重
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
女
性
）

〇
永
代
経
法
要

4
月
２
7
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

橋
本
健
人

師

（
三
重
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
若
手
）

〇
初
参
式
並
び
に
小
学
校
入
学
祝
い
の
会

６
月
１
日
（
日
）

午
後
２
時
～

お
子
様
・
お
孫
様
の
ご
誕
生
や
小
学
校
へ
の
入
学
な
ど
、
そ
の
節
目
に

ご
家
族
一
緒
に
阿
弥
陀
さ
ま
に
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

〇
盂
蘭
盆
会
・
物
故
者
追
悼
法
要

７
月
１
3
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

結
城
大
智

師

（
岡
崎
市
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
若
手
）

※
午
後
の
物
故
者
追
悼
法
要
は
、
２
０
２
4
年
６
月
以
降
に
御
往
生
さ
れ

た
方
を
対
象
に
勤
ま
り
ま
す
。
ご
家
族
の
方
は
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

〇
秋
季
彼
岸
会

9
月
2
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

竹
本
崇
嗣

師

（
知
立
市
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
中
堅
）

〇
報
恩
講
法
要

１
１
月
3
0
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

佐
々
木
隆
晃

師

（
相
愛
大
学
・
中
堅
）

※
報
恩
講
は
、
親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
勤
ま
る
法
要
で
す
。

昔
か
ら
浄
土
真
宗
で
は
、
年
間
の
行
事
で
一
番
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

親
鸞
聖
人
報
恩
講
法
要
の
ご
案
内

●

日
に
ち

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

●

午
前
の
部

午
前
十
時
半

～

正
午
頃

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
偈
六
首
引
き
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
三
段
）

ご
法
話

※
「
お
斎
」
、
あ
り
ま
す
！

●

午
後
の
部

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
半
頃

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
念
仏
偈
作
法
第
二
種
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
三
段
）

・
ご
法
話

●

布
教
使

松
井

正
彦

師
（
愛
媛
県
・
ベ
テ
ラ
ン
）

当
初
の
予
定
か
ら
御
講
師
の
先
生
が
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
松
井
正
彦
先
生
は
、
西
覚
寺

に
は
は
じ
め
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

と
て
も
気
さ
く
で
、
愉
快
な
先
生
で
す
。

せ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

●

持
ち
物

マ
ス
ク
着
用
推
奨
（
換
気
を
し
な
い
た
め
）

お
念
珠
、
門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）
、

御
仏
前
（
受
付
に
お
渡
し
下
さ
い
）

☆

報
恩
講
に
お
参
り
下
さ
っ
た
皆
様
に
、
本
願
寺
発
行
の

「
2
0
2
５
年
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お
配
り
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
必
ず
暖
か
い
服
を
着
て
御
参
拝
下
さ
い
。

２
０
２
5
年

年
間
法
要
予
定
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安
城
市
朝
日
町
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派

西
覚
寺

▽

住
職
の
一
言
コ
ー
ナ
ー

何
事
に
も
目
的
は
大
切
だ
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

娘
が
小
学
生
に
な
り
、
宿
題
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
学
期
に
な
り
、

漢
字
の
書
き
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
娘

は
娘
な
り
に
、
漢
字
の
形
を
覚
え
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
も
、
親

と
し
て
は
漢
字
の
形
を
覚
え
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
漢
字
の
キ
レ
イ
な
形
ま
で

覚
え
て
も
ら
い
た
く
て
、
娘
が
書
い
た

字
を
消
し
て
、
も
う
一
度
お
手
本
を
よ

く
見
て
、
お
手
本
の
通
り
の
キ
レ
イ
な

形
で
書
く
よ
う
お
願
い
を
し
ま
す
。
す

る
と
、
娘
と
し
て
は
、
頑
張
っ
て
書
き

取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
き
直
し

と
言
わ
れ
る
の
で
、
く
や
し
い
の
か
、

涙
を
流
し
て
、
強
張
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

娘
と
親
と
、
そ
の
目
的
が
共
有
で
き

て
い
な
い
の
で
、
娘
と
し
て
は
納
得
が

い
っ
て
い
な
い
の
か
な
と
、
思
っ
て
み

た
り
も
し
ま
す
。

何
事
に
も
目
的
は
大
切
で
す
。
私
た

ち
の
人
生
に
も
目
的
は
大
切
で
す
。

阿
弥
陀
如
来
と
い
う
お
名
前
の
仏
さ

ま
は
、
あ
な
た
は
死
ん
で
亡
ぶ
命
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、
私
の
お
浄
土

へ
往
き
生
ま
れ
、
仏
と
成
る
い
の
ち
と

思
っ
て
生
き
て
お
く
れ
と
願
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
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子
ど
も
会
の
ご
案
内

定
例
法
座
の
ご
案
内

気
軽
に
聞
け
る
、
仏
さ
ま
の
お
話
の
会

●

開
催
日

１
２
月
2
2
日

（
日
）

２
月

2
日

（
日
）

４
月

５
日

（
土
）

６
月

１
４
日

（
土
）

★
８
月

２
3
日

（
土
）
★

※
注

8
月
は
予
定
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

●

時
間

毎
回

午
後
二
時
～
午
後
三
時

●

内
容

お
勤
め
「
ら
い
は
い
の
う
た
」

そ
の
後
、
法
話
（
４
０
分
程
）

●

ご
講
師

内
田
正
祥
師

（
三
重
・
本
願
寺
派
布
教
使
）

●

テ
ー
マ

『
浄
土
真
宗
っ
て
な
あ
に
？
』

浄
土
真
宗
っ
て
ど
う
い
う

宗
教
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
う

い
う
大
切
な
こ
と
を
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
い
ま
ま
で
お
寺
の

行
事
に
参
加
し
た
こ
と
な
い

と
い
う
方
も
大
丈
夫
で
す
し
、

そ
う
い
う
か
た
こ
そ
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

持
ち
物

お
念
珠
、

門
徒
式
章(

お
持
ち
の
方)

マ
ス
ク
は
各
自
の
ご
判
断
で
。

★
お
寺
で
ほ
っ
と
ケ
ー
キ
を
作
る
会

2
0
2
4
年
1
2
月
2
5
日

午
後
2
時
か
ら
午
後
4
時
頃
ま
で

●
花
ま
つ
り
と
進
級
の
お
祝
い

2
0
2
5
年
4
月
1
日

午
後
2
時
か
ら
午
後
4
時
頃
ま
で

お
寺
に
こ
ど
も
の
声
が
あ
ふ
れ
ま
す

よ
う
に
。
そ
ん
な
西
覚
寺
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
は
小
学
一
・
二
年
生
の
子
た
ち

が
多
く
遊
び
に
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ま
、
お
孫
さ
ま
、
ど
う
ぞ
声
を

か
け
て
も
ら
っ
て
、
お
寺
で
た
の
し
く

遊
ん
だ
り
、
お
経
を
と
な
え
た
り
し
ま

せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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